
113

『伝記物語』に見る作家の「真実」*

丹羽隆昭

ホーソーン(NathanielHawth0rne:1804-64)の『伝記物語(BiqgraphicalStories

βrClliJd柁托)』(1842)は、明治の昔から我が国に紹介され、英語のテキスト1と

して重用されたり、その翻訳2を通して西洋文化、特にキリスト教思想の普及

に供されたりもした、いわばお馴染みのアメリカ文学の小品であって、現在で

はともかく、半世紀前にはおそらくホーソーンにあって『排文字(mescαγJe≠

エe地r)』(1850)とともにH本では最もよく知られた作品だったであろう。

*本稿は平成14年11月9[]に行われた京大英文学会にて口頭発表した原稿に加

筆修正を施したものである。

1北星堂版は近年まで刊行されていた。また昭和30年代を中心に、我が国の大学

入試英語(英文解釈)問題には『伝記物語』を出題ソースとしたものが目立った。

文法的破綻が少なく、文体も整ったホーソーンの文章は高等学校や大学教養課程で

歓迎されたと言える。

2図版1・2参照。図版1は明治19年東京の警醒社書店から出版された篠田昌武

訳『英米五傑・停記物語』(五傑とあるのはクリスティーナの物語を削ってあるか

ら)。図版2は明治39年東京の金刺芳流堂発行の吉田潔訳『俸記物語』。いずれも

仙台白百合女子大学の阿野文朗氏の御厚意による。
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それゆえこの『伝記物語』は、早い時期の我が国の読者にホーソーンという

アメリカ作家のイメージを植え付けるのにかなりの貢献をしたと言えようが、

作品としての出来映えとなると、この作家が同じく「子供向け」と銘打って発

表した他の何編かの物語集3と比較しても、決して優れたものではなく、近年

研究者間にあって議論の対象になることはまずない。そもそもこの『伝記物語』

は、取り上げられる「偉人」や挿話の選定、さらには「子供向け」という表示

の適切性などに関して読者に疑問を抱かせ、いくつかの点で均衡と整合性を欠

いているのだが、これについては第三節で触れることとする。

しかし、『伝記物語』で見過ごせないことは、この作品が刊行された1842

年の時点においてホーソーンの心から離れなかった創作上あるいは生活上の問

題が、適当に変形された形で、つまり作家自身の愛用語で言えば、彼の「心の

真実(thetruthof[his]humanheart)」4として、収録された6人の「偉人」

たちの挿話ひとつひとつにしっかり影を落としているということである。つま

り、ホーソーンが書いた「偉人」たちの伝記である『伝記物語』には、興味深

いことに、作家自身の伝記的「事実」ではないが、伝記的「真実」のいくつか

が透けて見えるということなのである5。

3ホーソーンの子供向け物語集としてはGrα花d付紙er'sCんαir、ダαれ0朋Ogd

Pe呼ge、エ泊er秒飯e(いずれも1841年発表で、1851年にmeWあoJe月'isわけ0′

Grα花的醜erもCんαirとして纏められrr江eSわけOfがisbWα柁d月毎r叩毎の一部

として発表)や、AWo花der一月00わrGirざα柁d月0γS(1852)、それに

Tb柁geu00dhes,βrGirsα花dβ竹S(1853)などがあるが、現在では『伝記物

語』も含め、いずれもオハイオ州立大学出版局刊行の「ホーソーン没後百年記念全

集」、いわゆる「センテナリ版」の第六巻(升江egわries)に収録されている。

4NathanielHawthorne,"PrefacetoTheHouseoFtheSeuenGables,"The

CentenaT3,EditionqftheWorksQf几bthanielHawthorne,II,(Columbus:Ohio

StateUniv.Press,1962),1.以下この「センテナリ版」はCEと略し、この版か

らへの引証は巻番号を添えて本文中で行う。『伝記物語』はCE,VIのようになる。

5ここでいう「真実」とは、事実に想像力のフィルターをかけ、修正、脚色、誇張

などを施したもの、いわば人間の内的リアリティーを指す。「ロマンス」作家ホー

ソーンが実践した文学は、こうした内的リアリティーを何よりも重視している。
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議論に入る前に、まず『伝記物語』の概要を確認しておこう。物語は、テン

プルという名の一家(theTemples)で、次男エドワード(Edward)が重い眼病

に握り、失明の恐れさえあるため、四六時中両目を眼帯で覆っていなければな

らなくなり、相当に落ち込んでいた時、その不安と退屈を紛らわそうと、父親

のテンプル氏が、過去の「偉人」たちの子供時代の挿話を次々に語って聞かせ

るという設定で、これが物語の外枠を成している。すなわち、一家団らんの場

で父親が、次男を主たる対象とし、その他の子供たちや母親をも聴衆に加えて

行う「偉人」たちの幼き日々の連続した挿話が『伝記物語』を構成する。

父親テンプル氏が語るのは、まず初期の頃のアメリカを代表する画家で後に

イギリス王室の宮廷画家として活躍したベンジャミン・ウェスト(BeI肩amin

West:1738-1820)、万有引力の発見で知られる天才科学者アイザック・ニュー

トン(IsaacNewton:1642-1727)、文人批評家で辞書編纂家のサミュエル・ジョ

ンスン(SamuelJohnson:1709-84)、清教徒の軍人で革命家オリバー・クロムウ

ェル(01iverCromwell:1599-1658)、アメリカ建国の父祖のひとりで「ミスタ

ー・アメリカン」の異名を持つベンジャミン・フランクリン(Benjamin

Franklin:1706-90)、それにスウェーデン女王クリスティーナ(QueenChristina=

1629-89)の計6人で、彼らの(主として)幼き日のエピソードに焦点が当て

られている。

ウェストに関しては、7歳の時に揺り籠で寝ている赤ん坊の顔をこっそり紙

に写し取ろうと赤黒二色のインクで描き、母親に褒められた挿話、そして熱病

で伏していて偶然カメラ・オプスクラの原理を発見した挿話を中心に、その後

めきめき才能をあらわし、周囲の人々の好意と賢明な判断に支えられ、欧州に

渡っても謹厳純朴なクエーカーの教えを守り、当代の代表的画家になった様が

語られる。ニュートンに関しては、幼い頃から器用な少年が時計や水車を作っ



『伝記物語』に見る作家の「真実」 117

た挿話と、やがて世界を支配する法則を学ぼうと大学に入った彼が、飼犬ダイ

アモンドに長年の研究成果を灰にされてしまった時に、その飼犬に対して辛く

当たらなかったという挿話を中心に、この天才科学者の一途さ、優しさ、謙虚

さを語る。ジョンスンの物語は、彼が若い頃、書籍の行商を生業とする病弱な

父親の「今日はわしに代わって近くの町で本を売ってくれ」というたっての願

いを、自分の高慢と肉体的劣等感ゆえに拒絶する挿話と、その親不孝への罪意

識を背負ったまま五十年後、イギリス随一の碩学となった彼が、ある日父の本

売りの屋台が置かれた町の広場で「儀悔(penance)」を行う挿話から成り、過

ちを改むるに悼ることなかれという教訓を付加する。クロムウェルの物語は、

英国王ジェイムズ一世の我が俵で高慢な王子(後のチャールズ一世)に対し、

王の忠臣の甥に当たるノール、すなわち幼き日のクロムウェルが、こんな奴に

敬意を払う必要はないとして脆きもせず、さらには相手が先に殴ったからと王

子を殴りつけて怪我を負わせる挿話を中心に、愚かな優越感を改めることがな

かったために処刑台に送られたチャールズと、同胞イギリス人の権利と自由の

ために戦って、貧しい者、虐げられた者に支持されたクロムウェルとに言及す

る結論に至る。フランクリンに関しては、公共の福利のために他人の建築現場

から資材を失敬して波止場を作った幼き日のフランクリンを、目的の達成はい

つも人に迷惑をかけない、正しい手段で果たすべきだとして叱責する彼の父親

と、それに素直に従う息子フランクリンの挿話である。最後のクリスティーナ

の物語は、六歳の時に娘を溺愛した父親が死に、無理矢理女王の地位に就かせ

られた彼女が、周囲の者たちから男同然に育てられてゆくいきさつを語り、学

問は身に付いたが愛すべき女らしさを持たず、身体の清潔さにも欠け、その結

果周囲から疎んぜられて寂しい一生を送った様を述べ、女性は女性としての本

分を全うすべLとする教訓が付される。

子供が偉人たちの子供時代の挿話に親しんでおけば、成長してから同じ目線で

偉人たちと接することが出来るというのが父親テンプル氏の考えだという(CE,

Ⅵ,220)。いずれの「偉人」のエピソードにも、(まずはテンプル家の聴衆に向け
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られ、最終的には読者一般に向けられた)教訓的メッセージが付与されているが、

それらは「謙虚さ(humbleness)こそ美徳」(逆に言えば「高慢」こそ罪)、そし

て「心の目(innervision)を用いて物を見よ」という二点に収赦するように思わ

れる。

第一節で『伝記物語』の疑問点に言及したが、それらを挙げると以下のよう

になる。

(1)まず「偉人」6人の選定があまり常識的ではない。ニュートン、ジョ

ンスン、フランクリンの三者は客観的に見て、「偉人」として選ばれる資格が

十分にあろう。いずれも英米の18世紀を代表する偉大なる知識人である。し

かし、ウェスト、クロムウェル、クリスティーナとなると果たしてどうか。特

にクリスティーナは、その描かれ方が雄弁に物語るように、決して「偉人」と

は言えず、その知名度自体にも疑問符が付く。ウェストやクロムウェルに関し

ても、あまたの中からわざわざ「偉人」として取り上げるほどの人物かどうか、

はなはだ怪しい。これら6人の顔ぶれは、したがって、かなり偏った奇妙な

選定のように思われるが、このような人選にはどのような意味があるのだろう

か。

(2)物語の「序文」で、子供たちに過ぎ去った時代の偉人を紹介するいち

ばん良い方法は「そうした偉大な男女の<子供時代>を紹介すること(to

begintheacquaintancewiththechildhoodofthosegreatmenandwomen[Italics

mine])」(CE,VI,213)だと作家は述べており、その趣旨はうなずけるし、た

しかにウェスト、クロムウェル、フランクリン、クリスティーナの4人に関

しては、彼らの「子供時代」のエピソードが中心的に語られている。しかしな

がら、ニュートンに関しては「子供時代」のものとともに、大人になってから

のエピソードも含まれており、さらにジョンスンの物語となると、そこで語ら
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れているのが彼の「子供時代」とはもはや言えない。ジョンスンが最初に登場

するのは、図体の大きな若者としてであり、母親が、お前はもういい大人にな

ったんだから(Y。uareagreatboy,nOW)、お父さんに代わって町へ行き、本を

商ってよい頃だよ、というほどの年齢6に達している(CE,VI,242)。さらに、

この物語のハイライト、すなわちユトクセターの町の広場で「ペナンス」を行

うエピソード(CE,VI,245-48)に至っては、それから「50年後」、要するにジ

ョンスンの最晩年に他ならない。これらを見ると、「序文」にいう「子供時代

(。hildh。Od)の紹介」なるものは、あまり厳格には守られていないのである7。

しかも「子供時代」を逸脱して語られ、いわば例外的なニュートンとジョンス

ンの物語、なかんずくジョンスンの物語が、ある意味ではホーソーン文学のエ

ッセンス呂を含むものとして、この『伝記物語』中の白眉となっていることを

思えば、この不自然さは気にかかる。

(3)表題は『子供向けの伝記物語(月毎rqp九icαSbresわrCんZはre托)』と謳

ってあり、「子供たち」を聴衆とした伝記物語集という体裁なのだが、聴衆は

果たして本当に「子供たち」なのであろうか。語り手が外枠の部分で述べてい

6Johnsonがpenanceを行ったのは死の数年前である。BoswellのLi葎of

Johnsonでは、1784年11月の記載の中に、JohnsonがHenryWhiteなる人物に

向かって「今から数年前(afbwyearsago)にペナンスをした」と語ったとある。

Johnsonの死は1784年であるから、これより数年前、仮に1780年頃だとしても

それから「50年前」といえば、1730年頃となり、1709年生まれのジョンスンが

父親に逆らったのは21歳の時のこととなり、とても「子供時代」には当たらない。

7ちなみにOEDは`childhood"を「男子にあっては、誕生から14歳まで、女子に

あっては誕生から12歳まで」と定義している。Childhood:Thestateorstageof

lifbofachild;thetimeduringwhichoneisachild;thetimefトombirthto

puberty.(Formerlywithpl.)cf.puberty:InEnglandthelegalageofpubertyis

PurteeninbQySandtwelueingirls.[italicsmine](OED)

8長年にわたる罪意識に惧悩する人間の姿こそホーソーン文学のエッセンスである

が、ジョンスンの物語同様に主人公が「ペナンス」を行う例としては、もちろん、

『緋文字』の牧師デイムズデイル(ArthurDimmesdale)がある。
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るのは、病気で視力を絶たれた次男エドワードが自分の辛い試練を耐え抜くに

は、家族がみな彼をやさしく気遣ってやらねばならないこと、彼が苦難から学

ぶ教訓が「人間は相互に依存し合っている存在なのだ、ひとりでは生きられぬ

ことを知る謙虚さが大切だ」ということであり、また「肉体としての目は見え

なくとも、大切なものは心の目で見よ」ということである。確かに作品は、子

供を意識した比較的平易な言葉で書かれてはあるものの、このような教訓は子

供(聞き手のエドワードは8～9歳という年齢設定)にはどう見ても厳しす

ぎるものであり、むしろ明白に大人向けのメッセージだと言ってよいのではな

いか。

またこれに関連してもうひとつ、『伝記物語』で非常に気になる事実は、す

べての物語に「名声(「fhme/renown,etc.)」という語、本来「子供たち」にと

ってはあまり関心がないはずの語が、いわばキーワードとして、いくたびとな

く登場し、しかもその「名声」なるものへの言及が唐突かつ不自然になされる

ケースが目立つことである。これはいったい何故であろうか。例えば最初のウ

ェストの物語では、その終わり頃になって、語り手が「我々はみなベンジャミ

ン・ウェストのように天分を最大限活かそうではないか。そうすれば神慮の恵

みを受けて、何らかの立派な目標に到達できることだろう」と言い、その直後

に突然何の脈略もなく、「名声については、獲得しようがしまいが大した問題

ではないのだ(Asfbrfbme,itisbutlittlematterwhetherweacquireitornot

litalicsmine])」(CE,VI,229)と付け加える。ニュートンの物語でも「名声」

という譜がいくたびとなく登場し、かの大科学者が死んだ後、あの世でも依然

として神の無限の知恵と善意を探求し続けていると述べた後で、「彼は名声を

この世に置いていったが、その名声は、まるで彼の名が真夜中の空に輝く星の

作り出す光の文字で書かれているかのように永続的なものだ(Hehaslefta

fbmebehindhim,Whichwillbeasendurableasifhisnamewerewrit,teninlettersof

light,fbrmedbythestarsuponthemidnightsky[italicsmine])」(CE,VI,237)と

して、脈絡上少々不整合を来すほど「名声」に拘った言及をしている。フラン
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タリンの物語では、「彼の政治的貢献も科学的発見も、重要と言えば重要であ

ろうが、彼の獲得した〈名声〉すべてに繋がったかどうかはよく分からない」

としたうえで、「彼の名声に最も貢献したのは、彼の仕事のうち最も謙虚なも

の」、つまりあの植民地時代のベストセラー啓蒙書『貧しいリチャードの暦

(PoorRZcんαrdもAJmα花αCゐ)』(1732-57)の作成だったとテンプル氏が(フランク

リン批判を繰り広げる)長男のジョージに向かって述べている9。そしてジョ

ンスンの物語では、「彼(ジョンスン)は今や文学的名声の極みにあった。だ

が彼の名声のすべてをもってしても、生涯にわたって彼を苦しめてきた苦い記

憶を払拭し得なかった(He[Johnson]wasnowatthesummitofliteraryrenOWn.

月111け1川′`J/iJ川=・(り1ん7Jl。1t-,l有/轡18/J/!付値Jげタで〃JP〃1!-J・(川(、t-.‖イJけ!1110(1!川・/JJ日加(1

himthT・Oughlifi,.[italicsmine](CE,VI,248))」10という奇妙なコメントが読者

の注意を引く。罪の記憶を消すのは通常「名声」ではなく、「時間」と考えら

れるにもかかわらず、あくまでも「名声」が強調されるのである。

(4)ニュートンの物語を除くと、すべての物語において、子供へ重要な影

響力を及ぼす「父親」あるいは「父親代理」の存在にスポットが当てられてい

る。ニュートンの物語には父親が登場しないが、これはもちろん、ニュートン

が生まれる前に父を亡くしており、母親にも捨てられ、母方の祖母の手ひとつ

で育てられた事実上の孤児だからに他ならない。しかしその「父なし子」ニュ

9I[Mr.Temple]doubtwhetherFranklin'sphilosophicaldiscoveries,

importantastheywere,OreVenhisvastpoliticalservices,WOuldhavegivenhim

allthefbTneWhichheacquired.ItappearstomethatPoorRichardbAlmanack

didmorethananythingelse,tOWardsmakinghimfhmiliarlyknowntothe

Public・Asthewriterofthoseproverbs,WhichPoorRichardwassupposedto

utter,Franklinbecamethecounsellorandhouseholdfi・iendofalmostevery

fhmilyinAmerica.T協us,itwasthehumblestofallhislabors,thathasdonethe

mostfbrhisfbme.``[italicsmine](CE,VI,273-74)

10He[Johnson]wasnowatthesummitofliteraT3Jrenown.Butallhisわme

COぴJd乃Ofe£ぬ堵ぬん娩eゐ如eγ柁memあrα柁Ceノぴんic/一九αdわrれeれfedゐim娩ro噂ゐ

Iifb.[italicsmine](CE,Vl,248)
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ートンの物語では、父親の不在が「天なる神」によって補われているのである。

「偉人」の「子供時代」を語ろうという以上、父親に言及があるのはある意味

では当然かもしれないが、登場するのがすべて父親あるいは父親代理で、人の

「子供時代(childhood)」に同じく-あるいはそれ以上に一重要な影響力となる

母親が、いずれの物語にも登場しない。これほど「父親」が前面に押し出され

るのは何故か。

また外枠としてのテンプル一家においても、「父親」テンプル氏が、息子エ

ドワードをはじめとする子供たちに「偉人」たちの物語をしながら、「父親」

としての自分の家庭における役割、特に子供たちにとっての自分の存在意義に

ついて自問しているふLが窺える。

このように、『伝記物語』は、(1)収録された偉人の選定が常識的でなく、

(2)偉人の「子供時代」を語るという設定も少々破綻しており、(3)子供を

ターゲットとして謳いながら、その実「名声」などというあまり子供の関心事

でないことに異常なまでに拘っていて、(4)さらには、家庭における父子関

係ばかりが着目される、という構成上も内容上も一風変わった「偉人伝」とな

っている。

しかしながら、こうした『伝記物語』の一風変わった性格は、ホーソーンが

どのような状況の下にこの作品を書いたのか、つまり、この「伝記」的作品を、

作家自身の「伝記」と並置しつつ考えれば、充分納得のゆくものであり、偏り

や不整合と映る部分もそれなりの必然性、一貫性を持っているように思われる。

『伝記物語』は1842年の出版であるが、これは1838年にソファイア・ピ

ーボディー(SophiaPeabody)と婚約を交わしていたホーソーンが、4年の長

きにわたる婚約期間を経て、やっと結婚に至った年に当たる。出版前年の

1841年には、結婚生活の安定を考えて1,000ドルを投資し、当時評判をとっ
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た農業共同体「ブルック・ファーム(BrookFarm)」に参加してはみたものの、

半年ほどで幻滅して去るという苦い経験を味わい、せっかく蓄えた大金も失っ

てしまっている。つまり1842年は、極度の経済的困窮の中で結婚生活に踏み

切った年であった。前年刊行の二つの子供向け物語集『お祖父さんの椅子

(Grα花d一画んerbCんαir)』と『有名な昔の人たち(凡moⅡSO最Peqpe)』に続いて、

この年『伝記物語』を三つ目の子供向け物語集として出版したのも、当時比較

的こうしたジャンルのものがよく売れたことに着目しての生活費稼ぎであっ

た。長い居候的生活から、形の上でこそ「独立」は果たしたものの、「旧牧師

館」での新生活の経済基盤は脆弱そのもので、当時のアメリカの実利的社会風

潮や、アメリカでの版権未確立による英国作家ものの海賊版横行という出版事

情の下での文筆稼業はきわめて厳しいもので、このことは短編『原稿の中の悪

魔(``TheDevilinManuscript")』(1835)などに書かれてあるとおりである。

さらにホーソーンにとって結婚生活は、経済的な問題の他に、もうひとつ別

の大きな不安をも意味した。結婚により自分が戸主として、父親として家庭の

中心に位置し、子供たちを育ててゆくことになるのだが、幼い時に父を亡くし、

母方マニング家に引き取られて育った彼には、父親が(テンプル氏のように)

家庭の中心として存在感を持つ姿を、実感をもってイメージすることができな

かった。父親の顔すら知らぬ彼にとっての父親代わりは、出戻りとなった母の

弟、実業家ロバート・マニング(RobertManning)であって、この「代父」マ

ニングは、ホーソーンが成人するまで確かに何かとよく面倒を見てくれたが、

地元の有力者で実利主義の見本のようなこの叔父に、作家は畏敬の念のみなら

ず強い反撥もまた抱いていて、この叔父の前に出ると絶えず自分が選択した文

学の道に対して激しい両面価値的感情(ambivalence)を抱き続けていたと、い

くつかの評伝11は教える。さらにそのうえ、『伝記物語』出版の1842年は、

11代表例はGloriaErlichダαmZbrんemesα花dガα∽彷or柁eSダcfo托ご沌e

71enaciousWeb(NewBrunswick:RutgersUniv.Press,1984)である。邦訳は

『蜘味の呪縛-ホーソーンとその親族』丹羽・大場・中村訳、開文社出版、2002年。
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作家が「独立」した年であると同時に、そのいささか煙たい叔父が他界した年

にも当たっている。「サミュエル・ジョンスン」の物語が作品中特に異彩を放

つのは、ホーソーンがジョンスンの愛読者であったからでもあろうが、それ以

上に、ジョンスンと父親マイケル氏との父子関係が、どこかホーソーンとマニ

ング氏(代父とはいえ)のそれと奇妙にも重なるからではないか。「代父」が

死んだ年に出版された『伝記物語』には、文筆で身を立てるべく、必死に「名

声」を得ようとした者が抱えた問題意識、自らがそのモデルを持たぬ「父親」

として作ってゆかねばならぬ家庭への不安など、出版時点において作家を悩ま

せた彼の「心の真実」が、直接間接にその姿を落としていると考えれば、『伝

記物語』の一見奇妙な特性もまた説明がつくのではなかろうか。

さてそれでは発表時期における作家の関心事が、「事実」としてというより

は「真実」として作品に表れている実態を少々検証してみることとしよう。こ

れは、まず冒頭の「ベンジャミン・ウェスト」に既にかなり明白に表れている

と言える。ウェストの挿話が提示する「真実」とは、要するに、ウェスト一家

が属していたクエーカー共同体に見られる、芸術的天分に恵まれた者への賢明

で度量ある理解ということに他なるまい。語り手は、周囲の理解に恵まれ、自

身も謙虚だったウェストが、平穏で名誉に満ちた長い「お伽ばなしさながらの

素晴らしい人生(hislife…almostaswonderfulasafhirytale)」を送ったと述べ

たのち、「我々はみなベンジャミン・ウェストのように天分を貴大限活かそう

ではないか。そうすれば、神慮(Providence)の恵みを受けて、何らかの立派

な目標に到達できることだろう」(CE,VI,229)と続ける。ウェストについて

語るホーソーンが、筆を執りながら頭に措いていたのは、芸術家が安心して創

作に専念できる理想的状況と言ってよい。この状況の中核をなすのは、7歳の

少年ウェストの驚くべき才能を認め、画家になることこそ神慮にかなうとして
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ウェストの父親を説得し、気前よく少年に絵具箱、画布そして風景版画をプレ

ゼントした、父の友人でフィラデルフィアの豪商ベニントン氏(Mr.

Pennington)と、ウェストが長じてロンドンに赴き、宮廷画家となった際の国

王ジョージ三世とであり、彼らが体現するものは、芸術家にとっての庇護者

(パトロン)である。そのウェストの挿話を語るホーソーンが、しかし、まさ

にそれとは対極の状況にあったのは周知のとおりである。芸術家とパトロンと

いう関係は前近代的なものであり、資本主義の台頭によって芸術分野にも市場

原理が導入され始めたホーソーンの時代にあっては、すでに昔語りと化してし

まっていた。作家、芸術家は自分の作品を商品として市場に送り、それを需給

バランスにおいて売り捌かねばならなくなっていた。消費者たる読者のニーズ

にも一定の気配りをせねばならず、作品が売れなければ滅びるしかないという

時代に突入していたのである。版権という考えもまだ確立していなかったため、

イギリスの著名作家たちの作品が海賊版としてまかり通り、リスクを極端に嫌

った当時のアメリカ出版界で、アメリカの若い作家が市場における勝者になる

のは至難であった。そういう時代において、天分を認められ、芸術の本場ヨー

ロッパに渡り、庇護者の下で才能を発揮し、名声を獲得し、平穏のうちに長寿

を全うし、「お伽ばなしさながらの素晴らしい人生」を送ったアメリカの芸術

家ウェストとは、その幸せな挿話を語る1842年当時のしがない短編作家ホー

ソーンにとって、まさに羨望の対象以外の何物でもなかったに相違ない。「ベ

ンジャミン・ウェスト」という『伝記物語』の冒頭を飾る挿話は、そのように

考えれば、それを書く主体たるホーソーンが、おそらくは夢の中で求め、しか

るに現実には獲得不可能であった(芸術家としての彼にとって)理想的創作状

況の例示であり、自分の現実を裏返してウェストに投影した物語と考えてもよ

いであろう。しかしながら、その後に唐突に置かれた「名声については、獲得

しようがしまいが大した問題ではないのだ」という結び文句は、名誉欲の強い

聴衆への教訓とはなるかもしれないが、それを述べる作家自身の本音とはまっ

たく正反対のメッセージである。市場原理が幅を利かす弱肉強食の出版界で、
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自分が活字で生きてゆくために、この時期のホーソーンが何にもまして求めて

いたのは、他ならぬ「名声」、つまり消費者たる読者による彼の認知だったか

らである。ここに見られる「名声」への奇妙で唐突な言及にこそ、作家として

の地位の確立を何よりも欲していたホーソーンの本音、つまり彼における「心

の真実」がちらりと顔をのぞかせたものと見るべきであろう。

なお付言すれば、ホーソーンは、ウェストの絵を地元セイラムの図書館など

で見てよく知ってはいるが、その絵を「冷たい(frigid)」12と評しており、必

ずしもウェストに好印象は持っていなかったようである。

次の「アイザック・ニュートン」から「ベンジャミン・フランクリン」まで

の挿話に関しても、ほぼ同様なことが言える。これらに込められた「真実」と

は、みな何らかの意味で、執筆当時のホーソーンの脳裏から離れることのなか

った一多くは創作上の一間題意識を反映したものである。「アイザック・ニュ

ートン」における「真実」とは、父親を持たず(神を父親とし)母方の祖母に

育てられた、気心の優しい天才の、謙虚で誠実な真理追求の人生である。これ

は4歳で父親を亡くし、母方の家の人々によって育てられ、高踏的で派手な

超越主義文芸隆盛の中で、「ロマンス」という古めかしくも地味な物語形式で

「人間の心の真実」を追求したホーソーンその人と重なり合う部分を持つ。

「サミュエル・ジョンスン」の「真実」は、高慢が生んだ父親への息子の親

不孝と、それから生じた生涯におよぶ罪意識というもので、晩年におけるペナ

ンスという形でクライマックスを迎える。高慢が罪を生み、その罪が人を長年

苛み、俄悔へと至らしめるというパタン、高慢のつけは結局自らに及ぶという

パタンは、いわゆる「許されざる罪(theUnpardonableSin)」を終生の主題と

したこの作家の代表的心象風景であり、かつまた「サミュエル・ジョンスン」

では親不孝という形を取るが故に、ホーソーンとその母方の叔父マニングー

12[west]hadagiftoffrigidity,aknackofgrindingiceintohispaint,apOWer

Ofstupefyingthespect,atOr'sperceptionsandquellinghissympathy,beyondany

otherlimnerthateverhandledabrush.(CE,Ⅴ,230)cf:AmericanNotebooks
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ホーソーンが結婚した年であり、『伝記物語』刊行の年でもある1842年に他

界している-とのアナロジーも認められ、ジョンスンのペナンスは、ホーソー

ン自身のそれと重なってくる13。「彼の名声のすべてをもってしても、生涯に

わたって彼を苦しめてきた苦い記憶を払拭し得なかった」という奇妙なロジッ

クも、やっと世間に認知され始め、独立も果たしたホーソーンが、恩返しのひ

とつだにしないうちに他界してしまい、罪滅ぼしのしようもなくなってしまっ

た叔父との関係を、ジョンスンとその父との関係に重ね合わせているように感

じられるのである。

「オリヴァー・クロムウェル」の真実も「サミュエル・ジョンスン」と同じ

く、高慢の代償ということに他ならないが、この挿話では国王ジェイムズと王

子チャールズ、そして国王の忠臣でクロムウェルの叔父サー・オリヴァーとノ

ール(つまり後のクロムウェル)との二組の父子関係(および擬似父子関係)

が提示されている点に特徴がある。ノールと呼ばれた幼い日々のクロムウェル

が国王ジェイムズの面前で我を張って叔父に赤恥をかかせ、苦しませている構

図や、王子チャールズがその愚かしさから父王ジェイムズの「強情なイングラ

ンド国民を専制的に治めようという気が起こった時には、今回ノールに殴られ

て鼻血を出したことを思い出すとよい」という諌めを活かせず、結局自らの死

を招くという解釈に、作家とマニングとの退引ならざる関係が重なってみえ

る。

「ベンジャミン・フランクリン」の真実は、「サミュエル・ジョンスン」お

よび「オリヴァー・クロムウェル」とは逆に、父親の忠告を素直に受け入れる

賢明な息子であって、ホーソーン自らは実現できなかった理想的息子像の提示

ということになる。また「名声」に関しては、この挿話の後に置かれたテンプ

ル氏の言を通して、ホーソーンがフランクリンー政治家、外交官、発明家など、

ありとあらゆる分野で活躍した万能主義者-の「名声」が主として『貧しいリ

13この間題に関しては拙著『恐怖の自画像-ホーソーンと「許されざる罪」』(英宝

社、2000年)の補章「ホーソーンの巡礼行脚」を参照されたい。
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チヤードの暦(PoorRicんαrdもAJmα乃αCゐ)』による「文学的」な「名声」だとし

ている点が、やはり注目される。

「女王クリスティーナ」が6人の「偉人」のうちに含まれるのは、前述の

とおりいかにも奇妙である。しかもこの挿話が描くクリスティーナは、「彼女

が身につけた女性らしい心得はダンスだけだった(dancingwastheonly

fbminineaccomplishmentwithwhichshehadanyacquaintance)」(CE,VI,281)と

され、テンプル氏の妻も「実際彼女は女性の悲しい見本でした([she]wasa

sadspecimenofwomankind,indeed)」と言うなど、ほとんど酷評の対象ですら

ある。この意味において「女王クリスティーナ」の物語は『伝記物語』中の異

端的存在であり、篠田昌武の邦訳がこれを削除して『英米五傑』とした理由も

うなづける。作品の最後にこのような挿話を置いたのは、若い女性読者をもタ

ーゲットとして作家が意識していた表れであろう。クリスティーナを学間では

「男勝り」、服装はいかにも慎みを忘れたもので、手も身体も洗わず不潔にして

恥じなかったとしたうえで、女子は-とりわけ新世界アメリカの女子は-「女

子が持つべき繊細な上品さと穏和な美徳(thedelicategraceandgentlevirtuesof

awoman)」を体得すべきであり、決して女王クリスティーナのようになって

はならぬ、と言う。明らかに「女王クリスティーナ」の挿話は、反面教師とし

ての「偉人」、いや「女性」という側面を持つ。

国王チャールズ一世の首をはねたクロムウェルを晶屈することからも察せら

れるが、ホーソーンは貴族主義を代表する王族に対して批判的姿勢を取り、ア

メリカが国是とする民主主義の擁護者というスタンスを見せる傾向にあり、ス

ウェーデンの「女王」クリスティーナに対して厳しいのもそうした姿勢と通じ

るものがあると言えよう。ただ、彼女の「男勝り」という特性に含まれる「真

実」は、ほとんど言うまでもないが、ホーソーンの商売敵として出版界に君臨
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していた安物小説書きの女流作家たちへの彼の批判14であろう。

しかしこれらとともに、「女王クリスティーナ」でもやはり着目せねばなら

ぬのは、父子の関係であって、この物語の場合、父親で「名声高きギュステイ

ヴァス(therenownedGustavus)」がその娘クリスティーナを溺愛し、甘やか

して、女性としての教育に失敗したという点であろう。1842年当時、新婚の

ホーソーンにはまだ子供はなかった。しかしやがて父親となるはずの彼には、

父親としての子育てには喜びとともに大きな不安が付きまとった。2年後に娘

ユーナ(Una)が誕生し、その後一男一女に恵まれて三人の子の「父蓑田とな

るが、案の定、妻ソファイアの育児方針には内心賛同できず、『伝記物語』の

父親テンプル氏とは異なって、家庭の建設には相当苦労することになる。今日、

ホーソーンの家庭経営は(「良妻賢母」ソファイアが作りだそうとしたイメー

ジとは裏腹に)失敗だったとも言われる15。「女王クリスティーナ」は、興味

深いことに、やがて作家自身が陥ることになる運命を、国王ギュステイヴァス

とその娘のそれと重ねる形で、奇妙にも予兆する自己暗示的物語となっている

のである。

14ホーソーンは、その作家経歴の大半を通して、女性作家たちが安っぽく感傷的な

大衆向け小説を書いて当たりを取っている様に強い反撥の念を抱いていた。例えば、

初期のスケッチ『ミセズ・ハチンスン(Mrs.Hutchinson)』(1830)の冒頭部分に

は、昨今の出版界における「女性の野望」は著しく、やがて「インクのしみのつい

たアマゾンたちがライバルの男性作家たちを力づくで駆逐し、ペチコート軍団が勝

ち誇ったようにこの分野(文学界)全体を席巻するだろう」(CE,ⅩⅩIII,66-67)と

述べていることに発し、後年リヴァプールから出版人テイクナー(W.D.Tieknor)

に当てた手紙(1855年1月19日付)での「アメリカは今や忌々しい物書き女ども

に完全に乗っ取られている(Americaisnowwhollygivenovertoad"-dmobof

scribblingwomen)」(CE,ⅩVII,304)に至るまで、一貫して女流大衆作家たちに

批判的だった。

15例えば、T.WalterHerbert,DearestBelot)ed:The月bwthornesandtheMakilW

oftheMiddle-ClassFbmi&(Berkeley:Univ.ofCaliforniaPress,1993)などを

参照。
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冒頭でも述べたように、かつて我が国でホーソーンの代表作として歓迎され

た『伝記物語』も、現在では文学作品としても、英語のテキストとしても、そ

してもちろんキリスト教思想紹介本としても、およそ顧みられることがなくな

っている。確かに、そこに収められた6人の「偉人」たちの物語は、額面通

り「子供」が読むにしてはその教訓が厳しすぎ、さりとて大人が読むにしては

内容がいかにも物足りなさすぎる。「偉人」たちの選定も常識的とは言えない

し、個々の挿話も額面通り彼らの「子供時代」に限定されているわけではなく、

すべてにわたって中途半端という印象を与える。一見したところ、やはりこれ

は丁寧に仕上げられた芸術作品ではなく、悪し様に言えば「生活費稼ぎ」の即

製品という印象を拭いきれない作品である。

しかしながら、一家の主たる父親が、落ち込んでいる息子相手に、その反応

を確かめながら次々に6人の「偉人」たちの若き日の挿話を語ってゆく構成

を取る『伝記物語』は、その挿話のそれぞれがまた父親の子供(多くは息子)

への影響力の重大きを核としており、さながら偉人における父子関係集という

観を成す。なかでも「サミュエル・ジョンスン」は、父親(あるいは代父)へ

の親不孝が生ぜしめる息子の側での強い罪意識という構図が、ホーソーン文学

すべてに通底する主題であるとともに、『伝記物語』出版時点でのホーソーン

とその「代父」マニングの関係とオーバーラップするがゆえに、ひときわ興味

深いものであり、また実際に作品中もっとも精彩ある挿話となっている。

それとともに「名声」という語の頻出と不自然なまでの使用法に見られる、

社会の認知への作家の必死なまでの渇望は、まだ必ずしも作家としての地位を

確立し得たとは言えない16この時期のホーソーンの偽らざる本音を表すもの

16ホーソーンが作家としての地位を確立したのは、言うまでもなく『排文字』とい

う長編によるのであり、それは『伝記物語』発表から8年も後のことである。
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として、読む者の心を少なからず痛めさせるほどである。そうした野心とそれ

に伴う危険を打ち消そうとするかのような、全編を通しての高慢への警鐘(謙

虚さの勧め)や心眼で見ることの重要性(「事実」よりも「真実」を尊ぶ姿勢

に通じる)、などの教訓も、作家として確固たる地位を求めて模索するホーソ

ーンの「心の真実」を示すものの一環として意義深く、一風変わったこの『伝

記物語』は、それこそ一風変わった作家の「伝記」として少なからぬ魅力を秘

めていると、私は考えたい。


